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自分の書いた論文・自分の作ったプログラム
の著作権ってどうなるの？？

新潟大学・地域創生推進機構
弁理士 宮田 敦久
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１．何が「著作物」？

著作物の例

小説，論文，詩

俳句，講演

言語の著作物

交響曲，ジャズ

演歌

音楽の著作物

ダンス

パントマイム

舞踊又は無言劇の著作物

絵画，版画，彫刻

イラスト

美術の著作物

宮殿，凱旋門，城

建築の著作物

設計図，図表

地図，図形の著作物
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１．何が「著作物」？

著作物の例

劇場用映画

テレビゲームソフト

CM

映画の著作物

フィルム写真

デジタル写真

写真の著作物

コンピュータソフトウェア

プログラムの著作物

小説の翻訳・

漫画化・映画化

ポップスのジャズ風アレ

ンジ

二次的著作物

電話帳，画集

編集著作物

学術論文を蓄積した

データベース

データベースの著作物
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２．自分が作ったものは全て自分が「著作者」？

 著作者： 著作物を創作した者
 著作者が著作者の権利（著作権と著作者人格権）を有する．
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著作者人格権

著作権創作

著作者 著作物 著作者の権利

権利

 著作権： 自分の創作した著作物を無断で利用されない権利（コピーライト）
 他人の著作物を利用するには，その他人から許諾を受ける必要がある
 著作権者は，その著作物の利用を許諾して，対価を得ることも可能
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２．自分が作ったものは全て自分が「著作者」？

9

 共同著作物： ２人以上で共同して創作した場合は，共同著作
物となり，各人が共同著作者（全員が著作者）となる．

著作者共同著作物の要件

① 各人の創作

２人以上の者の創作行為があること

② 共同性

共同して創作されたものであること

③ 分離利用不可能性

各人の寄与を分離して利用することができないこと

 作品をいつ公表するかを決めたり（著作者人格権の行使），他人に著作物
の利用を許諾（共同著作物の著作権の行使）するためには，著作権者全員
の合意が必要
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２．自分が作ったものは全て自分が「著作者」？
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 職務著作（法人著作）： 法人等の組織で創作される著作物の
著作者は，法人等の組織（大学）になる．

著作者

職務著作の5つの要件

① 著作物の作成についての法人等の発意

② 法人等の業務に従事する者による作成

③ 職務上の作成（勤務時間外，所定の勤務場所の外もあり得る）

④ 法人等の名義で公表

⑤ 別段の定めのないこと
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 大学が企画を立てて教職員が職務上作成した著作物（大学案
内，学務システム 等）

企画を立てたことは，大学の発意と考えられ，法人著作の要
件を満たし著作権は大学に原始帰属する．

 教職員が研究活動の過程で作成した著作物（論文，著書 等）

研究活動は職務上の要件に該当すると考えられるが，大学の
発意か否かは別の要件であり，発意の要件を満たさなければ
著作権は教職員に原始帰属する．

２．自分が作ったものは全て自分が「著作者」？
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学生は，大学と雇用関係がなく，職務上の要件を充たさないた
め，著作権が大学に原始帰属することにはならない．

大学に著作権を原始帰属させるためには，著作物（論文，著
書 等）を作成するにあたり，学生をアルバイトとして雇用する
等，職務上の要件を満たすようなことは考えられる．

 学生が教員の指導の下で作成した著作物（論文，著書 等）

２．自分が作ったものは全て自分が「著作者」？
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著作者人格権

著作権(財産権)

勝手にコピーされない権利

勝手に公衆に伝達されない権利

二次的著作物に関する権利

勝手に氏名の表示方法を変えられな
い権利

勝手に手を加えられない権利

勝手に公表されない権利

３．著作者が持てる「著作権」とは？
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小 括

保護対象 著作物
思想または感情を創作的に表現したもので
あって文芸，学術，美術または音楽の範囲に
属するもの（２条）

権利者

著作者 著作物を創作した者（Author）

著作権者 著作権を有している者（Owner）

権利の発生 無方式主義 登録・届出等の手続きを要しない

保護期間

個人著作 著作物の創作時から著作者の死後７０年

法人著作
著作物の創作時から公表後７０年
未公表のときは，創作時から７０年
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大学教員の論文は，学問の自由（憲法２３条）と密接に関連しており，職
務著作ではなく，大学教員に著作権が帰属すると考えられる．

著作者人格権

著作権創作

著作者 著作物 著作者の権利

権利

理工系学会では，投稿論文の採録の際，著作権譲渡契約を学会と締
結し，著作権を学会に譲渡し，著作者人格権の不行使とすることが殆ど
である．

４．自分が書いた論文は勝手に配っていい？
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４．自分が書いた論文は勝手に配っていい？

情報処理学会著作権規程

(著作権の帰属）
第２条 本学会に投稿される論文等に関する国内外の一切の著作権
は本学会に最終原稿が投稿された時点から原則として本学会に帰属
する．

（不行使特約）
第３条 著作者は，以下各号に該当する場合，本学会と本学会が許諾
する者に対して，著作者人格権を行使しないものとする．

（著作者の権利）
第５条 本学会が著作権を有する論文等の著作物を著作者自身がこ
の規程に従い利用することに対し，本学会はこれに異議申し立て，も
しくは妨げることをしない．

出典：情報処理学会著作権規程 https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html
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出典：著作権に関するよくある質問 https://www.ipsj.or.jp/faq/chosakuken-faq.html

４．自分が書いた論文は勝手に配っていい？

（1）著作者の権利として具体的に認めている利用
a）個人（あるいは属する組織やグループ）のWebサイトへ掲載
b）研究報告等を論文として他学会へ投稿（著作権を返還しない場合）
c）２５％以上変更して利用

（2）著作権法で認められている範囲の個人利用や教育目的での利用

（3）所属する組織あるいは研究助成金の提供者などへの義務としての
報告での利用

情報処理学会に著作権を譲渡した論文を著者自身が利用する際に届
け出が不要な場合は？
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電子計算機を機能させて一の結果を得ることができるように
これに対する指令を組み合わせたものとして表現したものを
いう（２条１項１０号の２）

• 言語の著作物の一例

• 誰が作成しても同一となる表現やありふれた記述は創
作性がなく，著作物として保護されない

• 一つの指令だけではプログラムといえない

５．自分が作ったプログラムは勝手に配っていい？

著作権法のプログラム
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• プログラムに関連する仕様書，フローチャート，マニュアル
などはプログラムの著作物には該当しない．（言語等の著
作物になる可能性はある．）

• 表示画面は，プログラムとは異なる図形等の著作物として
保護される．

• データのみを記録した電子ファイルは著作権法では保護さ
れない．

• オブジェクトプログラムは，ソースプログラムの複製物であ
ると評価される．

５．自分が作ったプログラムは勝手に配っていい？

プログラム関連の著作物
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（著作物の帰属）
• 職務著作物の著作者は大学とし，大学はその著作者人格権及び
著作権を保有する．

• その他の著作物の著作者は，著作物を作成した教職員等とし，教
職員等は著作物の著作者人格権及び著作権を保有する．

• その他の著作物を第三者に有償で使用許諾又は譲渡を行う必要
が生じた場合，教職員等は大学に届け出ることとし，大学が譲渡
を受けると決定したときは，著作物の著作権を大学に譲渡する．
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５．自分が作ったプログラムは勝手に配っていい？

プログラムの著作物を有償で使用許諾又は譲渡を行う場合に
は，大学が著作権を譲り受け，大学が相手方と契約する．

国立大学法人新潟大学職務発明規程第６条２項
https://www.ircp.niigata-u.ac.jp/wp-content/uploads/2020/03/hatsumeikitei-R2.2.20.pdf
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宮田 敦久
E-mail: miyata.atsuhisa@ccr.niigata-u.ac.jp

ご清聴ありがとうございました

地域創生推進機構ワンストップカウンター
E-mail: onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ご質問・ご不明点等は までお願いします。

OR


